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人の手は、生物相を変え、自然景観をも変えてしまう。

現代を生きるわたしたち人間には、

河川をはじめとするさまざまな環境に配慮しながら、

未来を創っていく技術と知恵が求められています。

大阪工業大学は、淀川下流域をフィールドとして

真に環境負荷の少ないものづくりを実践し、

持続可能な社会を実現する技術者の育成を目指して、

「淀川学（環境教育）」を構築し、実践していく取組を始めています。

本取組が、平成18年度文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラムに

選定されたことを記念し、広く地域社会のみなさんとともに、

「自然との共生、求められる技術者像」について考える

公開シンポジウムを開催します。

１４：００　
開会挨拶　　
西川　　一（大阪工業大学学長）
　
１４：０５　
平成１８年度　現代的教育ニーズ取組
支援プログラムの紹介

セッション１

「淀川学の構築と実践がめざすもの」
野村　良紀（センター主幹・教授）

セッション２

「城北ワンド群の危機」
綾　史郎（センターアドバイザー・教授）
　
１５：００　
パネルディスカッション

「淀川学に期待するもの」

パネリスト（敬称略）

　　　土永　恒彌
　　　　（株式会社タツタ環境分析センター技術顧問）

　　　辻谷　達雄
　　　　（森と水の源流館館長）

　　　野田　奏栄
　　　　（大阪自然環境保全協会理事）

　　　小川　力也
　　　　（大阪府立西野田工業高等学校理科教諭）

コーディネーター

　　　林　　正人
　　　　（センター事業推進チーム・助教授）
　
１６：３０　
閉会挨拶　　
井上　正崇（センター長・教授・工学部長）

プロフィール 

●講演者
　
野村　良紀　
淀川環境教育センター主幹・工学部応用化学科教授
　
大阪大学大学院修了、工学博士。1994年より大阪工業大
学工学部応用化学科助教授、98年より同教授。2005年よ
り、大阪工業大学教務部長を兼任。専門分野は、錯体有機
金属化学、合成化学、化学教育。著書は、共著 「有機工業
化学第2版」（丸善、1999年）、「基礎化学」（丸善、2003年）
等多数。
　
綾　史郎　
淀川環境教育センターアドバイザー
工学部都市デザイン工学科教授
　
京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了、
博士（工学）。京都大学助手、講師、大阪工業大学助教
授を経て、1998年より現職。専門は、河川工学および河川
生態環境。現在の主たる研究テーマは「河川の生態環境
の分析とその保全・復元」。淀川水系流域委員会委員、淀
川環境委員会委員を務めている。
　
●パネリスト（敬称略）
　
土永　恒彌　
株式会社タツタ環境分析センター技術顧問
　
1939年生まれ。大阪工業大学工学部土木工学科（衛生工
学コース）卒業後、大阪市立環境科学研究所を経て、2000
年（株）タツタ環境分析センター技術顧問就任。1999年より
4年間大阪工業大学土木工学科で水環境学を、また、2000
年より大阪女子大学理学部で環境評価論の非常勤講師を
務める。参加型環境教育研究会（PeeSG）代表、水環境学
会関西支部名誉理事、川部会部会長。目下の研究対象は、
水質分析史、水環境教育、水と人とのかかわり。
　
辻谷　達雄 
森と水の源流館「奈良県川上村」館長
　
1933年（昭和８）、奈良県吉野郡川上村生まれ。15歳で山仕
事に従事。71年に独立し、林業請負業「ヤマツ産業有限会社」
を設立。「林業不況」に抗して後継者の育成に力を入れるとと
もに、自然観察指導員として都会の自然愛好家とのパイプ役に。
主催する「山の学校達っちゃんクラブ」は、来年（07年）に10年
目を迎える。森と水の源流館では、「源流人会」会員を中心に
都会の人 に々、山で生きる技と知恵を体験とともに伝えている。

野田　奏栄　
大阪自然環境保全協会理事
　
ハウスメーカー勤務後、緑地・環境（ランドスケープ）コン
サルタントへ転職。仕事を通じて始めた里山管理活動を
機に、自然環境保全にかかわるＮＰＯメンバーとしても活
動を開始。６年ほど前からは淀川や大和川をテーマに市
民とともにコーディネータとして学習活動を継続中。最近
は大規模な緑地回復などにも市民の立場から関わり始
めている。自然環境から住環境までトータルに環境を捉
え地域環境・まちづくりの計画にアプローチしている。一
級建築士・技術士。

小川　力也　
大阪府立西野田工業高等学校教諭
　
専門は動物生態学。「淀川のシンボルフィッシュ」イタセ
ンパラの繁殖生態に魅せられ、研究に没頭。夜は定時
制高校で教鞭を執りながら、昼はフィールドワークという
生活を続ける。淀川環境委員として淀川水系の環境保
全に取り組むとともに、淀川水系イタセンパラ研究会会長、
環境省希少野生動植物保存推進員を務め、絶滅の危
機に瀕するイタセンパラの保護増殖に力を注いでいる。
次世代への環境教育が重要な活動のひとつと考え、行
動している。

●コーディネーター

　
林　正人　
淀川環境教育センター・工学部一般教育科助教授
　
京都大学大学院理学研究科博士後期課程単位認定（退
学）、1988年に京都大学理学博士を取得。Karlsruhe
大学（旧西ドイツ）PDF（客員研究員）日本学術振興会
特別研究員を経て、1993年に京都大学基礎物理学研
究所非常勤講師、1995年より大阪工業大学助教授。
専門は素粒子論。特に超対称量子重力理論の構築に
取組んでいる。

お名前（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年代

所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご職業

ご住所

返信用e-mail アドレス　　　　　　　　　　　　　FAX番号

会場へのアクセス
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下車すぐ

御堂筋線 なんば、
なかもず方面行

2号出口すぐ
バス停「地下鉄・中津」から
市バス34系統「守口車庫」行

約5分 約20分

中宮 
（大阪工大前）

大宮キャンパス 
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大宮小学校
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N

至
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阪
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今市中学校

正門正門正門

至東梅田至東梅田 至淀屋至淀屋至東梅田 至淀屋橋

大宮中公園

地
下
鉄
谷
町
線

地
下
鉄
谷
町
線畿大阪畿大阪

BKBK
近畿大阪
銀行

太子橋
今市 

千
林
大
宮 

郵便局郵便局大宮郵便局

バス停からは
阪神高速の高架下を
歩くと正門前に出ます

モスバーガー

近畿大阪銀行

2号出口

1号出口

至
京阪本線
千林駅千林大宮商店街

千林商店街

国道１号線

ローソン

千
林
大
宮 

地下鉄・京阪本線 
天満橋駅 

地下鉄 
新大阪駅 

JR大阪駅 

地下鉄 
天王寺駅 

地下鉄 
東梅田駅 

京阪本線 
千林駅 

約25分

大阪駅前バスターミナルから市バス34系統「守口車庫」行

約25分

市バス110系統「守口車庫」行

中津駅 

地下鉄 
千林大宮駅 

約12分

谷町線『大日』行

約25分

谷町線『大日』行

約20分

北西へ徒歩

 2号出口から北西へ徒歩

約12分

参加申込書
申込締切日：１１／２０（月）

参加ご希望の方は、申込書フォームにご記入の上、下記センターのe-mail アドレス宛てあるいは
FAXにてお送りください。受領確認の返信を送らせていただきます。　
＊職業、年代は、講師のお話の内容を調整するために参考にしますので、できればお書きください。
＊いただいた個人情報は、本シンポジウムに関するご連絡以外には利用いたしません。

申込・問合せ先　大阪工業大学工学部 淀川環境教育センター事務局（教務部教務課内）
　　　　　　　 大阪市旭区大宮5丁目16‐1　TEL：06－6954－4083
                          FAX：06－6954－4049　 e-mail:kyoumuka@ofc.oit.ac.jp

プログラム

京阪
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文
部
科
学
省
　
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
第

一

回

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

自
然
と
の
共
生
、
求
め
ら
れ
る
技
術
者
像


